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第２回
『湖医会賞』授賞式と
受賞者による記念講演会

　
季
節
は
ず
れ
の
台
風
・
冷
夏
そ
し
て
厳
し
い
残
暑
が
終
わ
り
、
よ
う
や

く
秋
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？

　
２
０
０
３
年
度（
第
17
回
）総
会
は
、
来
る
10
月
25
日（
土
）の
午
後
４
時
か

ら
滋
賀
医
大
臨
床
講
義
棟
第
１
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。（
関
連
記
事

７
・
10
頁
）

　
今
総
会
は
、
役
員
改
選
の
年
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
会
長
初
め

８
名
の
副
会
長（
看
護
学
科
１
名
）及
び
82
名
の
幹
事（
う
ち
看
護
学
科
14
名
）

の
先
生
方
が
同
窓
会
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
分
も
同
窓
会
活
動
の

一
助
を
担
お
う
と
思
わ
れ
る
方
を
は
じ
め
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
か
ら

の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て「
湖
医
会
」創
立
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
懸
案
さ
れ
て
い
ま
し
た

『
湖
医
会
奨
学
金
』制
度
が
い
よ
い
よ
今
総
会
で
承
認
後
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
２
０
０
３
年
度
奨
学
生
募
集
要
項
は
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
す
。
対

象
は
、
医
学
科
５
回
生
と
６
回
生
お
よ
び
看
護
学
科
３
回
生
と
４
回
生
。

月
額
２
０
０
０
０
円
無
利
息
の
貸
与
で
、
期
間
は
１
年
間
で
す
。
総
会
で

承
認
さ
れ
れ
ば
今
年
の
４
月
に
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
　（
右
記
参
照
）

『
奨
学
生
願
書
』等
応
募
手
続
は
、
総
会
承
認
後「
湖
医
会
」事
務
局
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

そ
れ
に
伴
い
会
員
の
皆
様
か
ら
の『
湖
医
会
奨
学
金
』

へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
湖
都
通
信
44
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　
今
年
度
も
総
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
昨
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た「
湖
医
会

賞
」の
第
２
回
授
賞
式
お
よ
び
受
賞
講
演
が
催
さ
れ
ま
す
。
総
会
終
了
後
に

学
内
若
鮎
祭
模
擬
店
に
お
き
ま
し
て
、『
湖
医
会
賞
受
賞
者
を
囲
む
会
』も

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
総
会
並
び
に
受
賞
講
演
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
若
鮎
祭
も
開
催
中
で
す
。
秋
の
夜
長
学
生
時
代
を
懐
か
し
む
一
日
を

過
ご
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
！

湖
医
会
奨
学
金
制
度
発
足
に
む
け
て

湖医会奨学金制度（案）

　＜応募対象＞

　　滋賀医科大学医学部医学科5回生・6回生

　　および看護学科3回生・4回生

　＜採用決定＞

　　書類審査後「湖医会奨学金運営委員会」にて面談・選考され、

　　会長が決定し、幹事会の承認を得る

　＜奨学金の額と貸与＞

　　（1） 奨学金の月額　：　20,000円
　　（2） 形式　　　　　：　貸与形式、無利息
　　（3）貸与期間　　　：　4月から翌年3月までの1年間

　＜推薦者＞

　　湖医会正会員１名の推薦を必要とする
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　滋賀医大を卒業後、小生は名古屋大学老年科に入局し、大学院

をへて、米国国立老化研究所に２年留学しました。帰国後、愛知

県大府市にある現中部病院（写真１）が、いずれナショナルセン

ターに昇格することが内定されたため、大学の医局から自分の意

思で移動しました。この10年間

老年医学の基盤づくりに、臨床

と研究に携わってきました。い

よいよ他の国立病院、療養所が

独立法人化する前の平成16年３

月１日にナショナルセンター化

をはたし、国立長寿医療セン

ター（仮称）に生まれかわること

になります。名古屋では名古屋学閥があり、医局に所属して、大

学院を修了したといっても滋賀医大出身ということで厳しいこと

もありました。しかし小生がめざすのは老年医学の確立であり、

高齢者の健やかな生活、医療を守るという使命があります。これ

までには介護保険関係で厚生労働省のいくつかの委員会に参画

し、介護保険の基礎づくりをしてきました。今は老年科医として

臨床を行う傍ら、痴呆症に対する回想療法や芸術療法などをひろ

め、痴呆症の進行遅延に関する研究を行っています。

　私たちがめざす長寿医療は急速に進行する高齢化の中で、適切

かつ迅速に確立が迫られている医療です。長寿医療は高齢者本人

の健康寿命の延長、QOLの改善等効果を引き出し、家族等の負担

を軽減し、医療費や介護費用の適正化、高齢者の社会貢献の促

進、高齢社会の活性化に寄与します。

　長寿医療の主たる分野は身体的自立を阻害する骨粗鬆症・骨

折・寝たきりに対する医療、精神的自立を阻害する痴呆に関する

医療と、それらをささえる高齢期に発生する各病態の治療、生活

機能の維持として感覚機能、口腔機能、摂食・排泄機能に関する

医療が含まれています（図１）。同時に、各分野毎に先駆的・先進

的医療、標準的医療、在宅医療が求められます。また、最終的に

は終末期医療の標準化も求められます。

　国際的な視点で見ても、世界で最初に高齢社会を経験する日本

にとって、良質な長寿医療の確立は世界に対する日本の使命と言

えます。同時に、そこから生まれる成果は一種の知的財産や商品

とも考えられ、長寿医療は一種の先行投資とも言えると思いま

す。その結果、今後高齢化をむかえるすべての諸外国に対して、

日本の多大な貢献を約束できることになります。是非今後ともイ

ンターネット（http://www.chubu-nh.go.jp/）などで当院の活動

をみていただき、滋賀医大においても高齢者医療の確立発展に寄

与していただければ幸いです。

 　最後に滋賀医大について、独立行政法人になっても、さらに地

域にねざし、特徴ある臨床と研究、経営的にも発展させていただ

きたいと期待します。高齢者医療が一つのキーワードかもしれま

せん。それには研究費が必要です。私どもの長寿医療関係には厚

生労働省主管の厚生科学研究費の中に長寿科学総合研究費と長寿

医療研究委託費という二つの大きな研究費の枠組みがあり、両者

とも毎年公募されています。前者は毎年平均で約10倍から20倍

の倍率ですが、分野によっては比較的通りやすい分野もありま

す。後者は基本的に当院を中心に班を組織しているところです。

私自身、身分不相応な研究費をいただき、いくつかの研究班を組

織しています。先生方も是非アプローチしていただければと思い

ます。私自身も滋賀医大の発展に少しでも貢献できたらと思いま

すが、後輩が世界にはばたく環境を整えることが大学の使命でも

あると思いますし、さらに我々卒業生が滋賀医大の出身であるこ

とを誇りに思えるような大学に発展していただくことを祈念いた

します。

国立長寿医療
センターに
むけて

ナショナルセンター化をめざす長寿医療のフレーム図1

国立療養所中部病院　内科（老年科）

  （医、２期生）　遠藤英俊

写真1 国立療養所中部病院

Successful  Aging

身体的自立 精神的自立

　骨粗鬆症
骨折（寝たきり）

アルツハイマー痴呆
脳血管性痴呆

高齢期に発生する各病態の治療、生活維持の機能

先駆的医療、先進的医療、標準化、在宅医療、終末医療

十分な基礎研究と臨床研究

2
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　最近、インターネットが、かなりのいきお

いで普及してきました。大学のまわりも、関

電系とＮＴＴ系の両方の光ファイバーがつな

がるようになって、家でのインターネット環

境がすごく早くなっています。大学から一般

のホームペー ジに接続するより、自宅から接

続する方が早いぐらいです。日本中で、こう

した高速のインターネット環境が普及してき

ました。 また、携帯電話を通話に使うのと同

じように、メールを使うことも普通になって

きました。以前は、学生を中心に使われてい

た携帯電話のメールも、今では、仕事に、家

庭に、ごくあたりまえに使われています。

　こうした、インターネットや携帯メールの

普及は、社会における情報の伝達を変化させ

ています。 学問の世界でも、遺伝子研究など

を契機にインターネットの利用が進み、プラ

イオリティーを確保するためには、１秒でも

早くインターネット上に情報を載せる必要が

生じてきています。インターネットでしか、

投稿を受け付けない学会も現れ、あきらかに

世界は変化してきています。

　大学からの情報発信も、変化しています。

印刷物では、どうしても情報が遅く古くなる

ため、リアルタイムに情報発信するために、

インターネットを使うようになってきている

のですが、それとともに、経済的に非常にき

びしくなってきた状況では、情報発信はお金

のかかる印刷物や郵送から、インターネット

を使ったホームページによる情報発信・メー

ルによる連絡に変化せざるをえないといった側

面もあります。また、個人レベルでも、イン

ターネットなどさまざまな方法を使って、新し

い情報を常に調べ、情報を選別・利用し、情報

を発信することが、これからの学者・大学教官

に求められるようになっています。 教官の公募

なども、公平にかつ広く人材を求めるために、

インターネット上で情報を発信する大学がかな

り多く、それをまとめたホームページが作られ

ています。 http://www.umin.ac.jp/rocols/

を見てみてください。

　滋賀医大の教官公募も、公募決定後すぐに大

学のホームページに掲載するとともに、こうし

た共通のサイトにも掲載しています。 http://

www.shiga-med.ac.jp/bosyu.html （滋賀医

大の公募ページ） また、教官選考の時にも、対

象者のホームページを調べたり、インターネッ

トを使って世界的な評価を調べるなどといった

ことが普通に行われています。

 インターネットは混沌としていて、情報も玉石

混淆ですが、そうした情報の中から必要な情報

を見つけ出し、自分自身をインターネット上に

情報発信する事が、今後求められているようで

す。

　自分のホームページを作っておられますか？

湖医会もインターネット上に情報発信していま

す。 http://www.koikai.org/ ぜひ、ここもご

覧下さい。 もし、希望があれば、ホームページ

作成講座をやりますので、湖医会までご連絡く

ださい。

 ～自分の情報を発信しませんか～

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
情
報
収
集
・
発
信
の
変
化

永田　啓

ちょっと周りを見渡せば

大学からの情報発信はというと

ホームページで自己発信

滋賀医大医療情報部　教授

（医、２期生）

3
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（医、１期生）医療法人湖青会 社会福祉法人湖青福祉会 青木裕彦

第２回「湖医会賞」を受賞するにあたって

　
こ
の
た
び
第
２
回
湖
医
会
賞
を
授
与
い
た
だ

き
光
栄
に
存
じ
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
受
賞
は
高
齢
者

介
護
の
仕
事
を
滋
賀
医
大
卒
業
生
と
し
て
県
下

に
て
比
較
的
早
く
開
始
し
た
こ
と
を
評
価
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
心
を
新
た
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
私
ど
も
は
平
成
９
年
４
月
に
老
人
保
健
施
設

『
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
志
賀
』を
オ
ー
プ
ン
し
施
設
ケ

ア
を
始
め
ま
し
た
。
定
員
50
名
で
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
30
名
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
併
設
し
て
お
り
、
滋
賀
県
初
の
診
療

所
併
設
型
の
老
健
で
現
在
、
約
３
７
０
名
の
利

用
者
に
在
宅
や
施
設
で
介
護
保
険
を
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
入
所
さ
れ
て
い

る
利
用
者
は
ほ
と
ん
ど
要
介
護
４
、
５
の
重
度

の
要
介
護
認
定
者
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
重
度
化

が
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
介
護
保
険
が
目
指

す
と
こ
ろ
の
在
宅
復
帰
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。 

ま
た
全
国
の
調
査
で
も
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
お
ら
れ
る
入
所
者
の
８
割

に
痴
呆
が
あ
り
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
介
護
は
、

痴
呆
高
齢
者
対
応
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
痴
呆
高
齢
者
は

環
境
の
変
化
に
弱
く
、
集
団
介
護
や
大
規
模
施

設
に
は
な
じ
み
に
く
く
、
周
囲
の
環
境
、
対
応

の
仕
方
に
よ
っ
て
痴
呆
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ

り
、
私
ど
も
の
施
設
の
痴
呆
専
門
棟
に
キ
ッ
チ

ン
や
畳
の
間
の
造
設
、
桧
の
個
人
浴
槽
を
取
り

入
れ
る
事
で
、
家
庭
的
な
環
境
整
備
の
改
修
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
12
年
に
志
賀
町
で
県
下
２
番
目
の『
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
志
賀
の
里
』を
、
平
成
13
年

に
大
津
市
で
初
の『
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
南

志
賀
の
里
』２
ユ
ニ
ッ
ト（
９
名
X 

２ 

）と
痴
呆

専
用
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
定
員
10
名
）を
開
設
し
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
小
規
模
な
居
住

空
間
、
な
じ
み
の
人
間
関
係
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
継

続
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
を
支
援

し
て
い
く
も
の
で
、
こ
の
介
護
の
方
法
は
、 

ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
９
月
に
大
津
市
の
ご
推
挙
も
あ
り
唐
崎

に
県
下
初
の
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
新
型

特
養『
ケ
ア
タ
ウ
ン
か
ら
さ
き
』を
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、 

50
床
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
も
併
設

し
た
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
で
す
。
最
近
臨
床

医
学
で
は
エ
ビ
デ
ン
ス
が
当
た
り
前
の
こ
と
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
介
護
の

現
場
は
未
だ
３
Ｋ(

経
験
、
勘
、
コ
ツ)
の
世
界

で
、
特
に
痴
呆
性
高
齢
者
の
ケ
ア
は
未
だ
発
展

途
上
で
ケ
ア
の
標
準
化
・
方
法
論
の
確
立
・
介

護
職
員
の
質
の
向
上
・
人
材
育
成
が
課
題
で
あ

り
ま
す
。『
ケ
ア
タ
ウ
ン
か
ら
さ
き
』で
は
、
質

の
高
い
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
龍
谷
大
学

の
社
会
学
部
福
祉
系
学
科
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
専
門
職
の

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
後
団
塊
の
世
代
が
高
齢

世
代
の
仲
間
入
り
を
し
、
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま
す
。
厚
生

労
働
省
は
こ
れ
か
ら
は
従
来
の
よ
う
な
大
規

模
な
施
設
を
造
る
の
で
は
な
く
、
小
規
模
、

多
機
能
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
中
学
校
区
、
小
学

校
区
に
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
、
高
齢
者
介
護
、
痴
呆
介

護
、
施
設
運
営
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
た
び
は
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

理事長

社会福祉法人 湖青福祉会

ケアタウンからさき
　大津市見世１丁目１７－１

 （０７７）５１１－６２２２

医療法人 湖青会

ケアセンター志賀
　滋賀郡志賀町高城２６０－１

　（０７７）５９４－０１１０

高齢者ケアの質的向上を目指して
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騒
い
だ
の
で
す
が
、
こ
れ
も
あ
わ
せ
て
い
い
思

い
出
、
　
仲
間
　
で
す
。
よ
く
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
み
ん
な
も
う
素
晴
ら
し
い
　
医
局
　

に
入
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
　
仲
間
　
に
支
え
ら

れ
て
い
る
ん
で
す
！
滋
賀
医
大
生
に
な
っ
て
ど

こ
か
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
と
き
か
ら
実
は
も
う

　
医
局
　
に
属
し
て
る
ん
で
す
。
私
の
場
合
、

　
滋
賀
医
科
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
陸
上

部
、
ス
キ
ー
部
　
と
い
う
３
つ
の
　
医
局
　 

で

し
た
。
ど
れ
も
と
て
も
良
い
　
医
局
　
で
す
。

も
し
後
輩
達
に
伝
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
や
は

り
　
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
で
い
っ
ぱ
い
仲
間
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
！
　
で
す
。（
勉
強
を
し
な

さ
い
で
は
・
・
・
）。
後
者
は
い
つ
か
ら
で
も

で
き
る
の
で
、
皆
さ
ん
、
こ
ん
な
心
地
良
い

医
局
　
に
入
っ
て
、
で
き
る
だ
け
　
仲
間
　
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　 

今
後
の
展
望
も
少
し
だ
け
書
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
最
近
は
自
分
の
研
究
費
が
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

研
究
費
を
も
ら
う
と
義
務

の
よ
う
に
研
究
報
告
が
あ
る
の
で
す
が
、
行
く

と
周
り
は
も
の
す
ご
い
人
ば
か
り
で
、
　
自
分

は
た
だ
の
馬
の
骨
だ
っ
た
　
と
ぼ
う
然
と
し
て

し
ま
い
ま
す
。
未
熟
な
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
ぼ
う
然
と
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
３
つ
の
ク
ラ
ブ
の
先
輩
と
し
て
恥
ず
か
し

く
な
い
よ
う
も
っ
と
精
進
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
幸
い
　
医
局
　
の
仲
間
に
は
恵
ま
れ
て

い
ま
す
し
、
湖
医
会
賞
も
い
た
だ
い
た
よ
う

に
、
何
と
か
乗
り
切
れ
る
？
よ
う
な
気
が
し
ま

す（
楽
観
的
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。

　
最
後
に
、
忘
れ
て
ま
し
た
。
嫁
さ
ん
と
子

供
、
私
の
家
族
も
こ
の
わ
が
ま
ま
な
生
活
を
支

え
て
く
れ
る
大
切
な
　
仲
間
　
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

滋
賀
医
科
大
学
　
臨
床
検
査
医
学
講
座

　
昨
年
は
湖
都
通
信
で
研
究
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
は
湖
医
会
賞
ま
で
い
た

だ
く
運
び
と
な
り
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

前
号
で
は
湖
医
会
賞
の
選
考
書
評
が
あ
り
ま
し

た
が
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。
渡
辺
会
長
の
コ
メ
ン
ト
に
は
不
覚
に
も
涙

を
浮
か
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

恥
ず
か
し
い

の
で
部
屋
の
端
で
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
が
、 

こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
分
か
っ

て
く
れ
は
る
人
も
居
は
る
ん
や
。 

と
思
い
ま

し
た
。
推
薦
を
い
た
だ
い
た
笹
原
教
授（
富
山

医
科
薬
科
大
学
）、
九
嶋
助
教
授（
本
学
病
院
病

理
部
）と
と
も
に
、
も
う
一
度
お
礼
を
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
私
の
研
究
環
境
は
　
恵
ま
れ
な

い（
な
か
っ
た
）　
と
映
っ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
む
し
ろ
、 

か
な
り
恵
ま
れ
て
い
る
方
で

す
。
自
由
に
研
究
は
で
き
ま
す
し
、
人
の
関
係

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
、
実
習
は

好
き
で
し
た
が
講
義
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
野
崎
元
副
学
長
、
堀
池
教
授（
生
化
学
）

等
、
講
義
と
は
あ
ま
り
縁
の
な
か
っ
た
部
分
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
国
試
前
に
専
門
外
の

こ
と
を
訊
き
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
丁
寧

に
調
べ
て
下
さ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す（
野
崎

先
生
に
は
飲
ん
だ
後
泊
め
て
も
ら
っ
た
り
、
二

日
酔
い
用
の
変
な
？
？
酵
母
を
飲
ま
せ
て
い
た

だ
き
も
し
ま
し
た
）。
学
生
か
ら
質
問
を
受
け
る

立
場
に
な
っ
て
、
改
め
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
は
何
と
か
先
生
方
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
ら
し
く
、
遊
び
・
ク
ラ
ブ
は
た
く
さ
ん

し
て
い
ま
し
た
。
先
日
、
偶
然
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と

３
つ
の
ク
ラ
ブ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
陸
上

部
、
ス
キ
ー
部
の
写
真
に
笑
っ
て
写
っ
て
い
ま

し
た
。
全
部
体
育
会
系
で
し
た
。
成
績
が
た
い

し
た
こ
と
の
な
い
か
わ
り
に
、
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
体
力
が
つ
い
て
い

た
分
、
仕
事
し
て
か
ら
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。

医
者
、
研
究
者
は
し
ん
ど
い
仕
事
も
多
い
ん
で

す
が
、
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
ん
ど
か
っ
た
こ
と
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

こ
と
が
身
に
つ
く
も
の
で
す
。
大
会
前
に
練
習

し
て
苦
し
か
っ
た
、
勝
て
ず
に
仲
間
と
一
緒
に

泣
い
た
、
飲
み
つ
ぶ
れ
た
こ
と
、
全
部
い
い
思

い
出
に
な
る
の
と
同
じ
で
す
。
仲
間
も
知
ら
ぬ

間
に
増
え
て
い
て
、
今
も
助
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
研
究
も
ス
マ
ー
ト
か
ら
は
程
遠
く
、
泥
臭
い

体
力
勝
負
の
仕
事
が
得
意
で
す
。
何
百
個
も
遺

伝
子
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
っ
た
り
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
い
っ
ぱ
い
に
数
十
億
個
も
細

胞
を
増
や
し
て
蛋
白
分
析
し
た
り
と
か
で
す
。

し
か
し
、
慣
れ
て
く
る
も
ん
で
、
頭
の
良
く
な

い
人
間
に
は
体
力
が
あ
っ 

て
、
そ
れ
で
こ
な
す

の
が
苦
痛
で
無
く
な
り
ま
す
。
留
学
か
ら
帰
国

時（
１
９
９
９
年
）、
元
の
教
室
で
研
究
が
続
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
一
生
懸
命
や
っ
て
る
と
、
誰
か
が
助
け
て

く
れ
る
も
ん
で
、
結
局
、
そ
の
時
か
ら
今
で
も

佐
伯
教
授（
基
礎
看
護
学
）や
岡
部
教
授（
今
の
ボ

ス
）に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
生
活

が
少
し
苦
し
い
時
期
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
昔

の
遊
び
仲
間
や
ク
ラ
ブ
の
先
輩
が
バ
イ
ト
を
紹

介
し
て
く
れ
て
乗
り
切
れ
ま
し
た
。
研
究
も
か

な
り
苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

学
生
時
代
に
　
遊
ん
で
い
た（
ご
め
ん
な
さ
い
）

　
と
い
う
紺
谷
先
生（
外
科
）に
助
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
う
る
さ
い
先
輩（
自
分
）に
も

関
わ
ら
ず
研
究
を
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
の
後
輩
達
に
も
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
神
様
は
よ
く
見
て
い
て
く
れ
て
、
一

人
で
し
ん
ど
い
時
、
そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
る
と

　
仲
間
　
の
中
で
寂
し
く
な
い
よ
う
に
し
て
く

れ
ま
す
。
人
を
周
り
に
集
め
て
く
れ
て
　
仲
間

　
が
な
ん
と
か
自
分
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

　
雑
然
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
周
り
の
　
仲
間

　
に
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
　
仲

間
　
は
む
し
ろ
勉
強
と
は
関
係
の
な
い
、
ク
ラ

ブ
、
遊
び
の
関
係
か
ら
生
じ
て
お
り
、
医
者
に

な
っ
て
所
属
す
る
医
局
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
で
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
生
時
代
の
ク

ラ
ブ
や
遊
び
の
　
仲
間
　
は
、
自
分
を
裸
に
し

て
い
る
分（
実
際
裸
の
こ
と
も
多
か
っ
た
？
）、

自
然
と
　
仲
間
　
に
な
っ
て
お
り
、
し
ん
ど
い

と
き
に
は
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
ク
ラ
ブ
３

つ
で
す
か
ら
、
人
よ
り
３
倍
以
上
こ
う
い
う
関

係
に
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
滋
賀
医
大
の

た
い
て
い
の
ク
ラ
ブ
は
20
年
以
上
経
っ
て
い
る

の
で
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
０
Ｂ
、
現
役
を
あ
わ
せ

る
と
か
な
り
の
人
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
20
周

年
と
か
で
集
ま
っ
た
り
す
る
と
、
並
の
医
局
よ

り
人
が
多
か
っ
た
り
、
人
間
も
よ
りvariety

に

富
ん
で
い
て
、
極
め
て
お
も
し
ろ
い
集
団
で

す
。
集
団
の
中
で
は
　
一
生
　
先
輩
後
輩
の
関

係
が
つ
い
て
ま
わ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
思
う

ほ
ど
厳
格
で
な
く（
逆
ら
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

へ
ん
ぴ
な
と
こ
ろ
に
と
ば
さ
れ
た
り
も
な
く
）、

む
し
ろ
気
持
ち
の
い
い
も
の
な
の
で
す
。 

同
じ

し
ん
ど
さ
を
経
験
し
た
　
仲
間
　
の
せ
い
な
の

で
し
ょ
う
。
再
会
す
る
と
す
ぐ
打
ち
解
け
て
、

心
地
良
い
も
の
で
す
。
先
日
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
西
医
体
優
勝
を
祝
お
う
と
神
戸
に
行
き
ま

し
た
。
が
、
決
勝
で
１
点
差
で
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
応
援
に
来
て
い
た
０
Ｂ
も
学
生
も
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
泣
い
て
目
が
腫
れ
て

誰
か
判
別
で
き
な
い
顔
に
な
っ
た
学
生
も
い
ま

し
た
。
そ
の
日
は
み
ん
な
で
深
夜
ま
で
飲
ん
で

『
湖
医
会
賞
』
を
受
賞
し
て

恵
ま
れ
た
医
局
！？
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１０・２５（土）

1. King of Athlete　　　　

2. 軽音LIVE　　　　　　

3. アカペラLIVE

１０・２６（日）

1. ○×クイズ

2. お笑いLIVE

3. 音楽LIVE

１０・２５（土）／２６（日）

LOVE   PEACE

メイン企画

水上ステージ企画

♪
クラブ対抗（＋α）によるスポーツ王座決定戦！

軽音部がやってくれました！

アカペラ部には新入生が多数入りました。

○か×か…それが問題だ…

中川家、その他若手が来ます。

今年もアツく盛り上がりましょう！　　　など他にも盛りだくさんです ☆☆☆

☆展示

　1.「滋賀医科大学の医療、今と未来」　　　両日  11：00～16：00　　場所：学生食堂　

　　　先生方の紹介・“こんなとき受診してください”・最先端の治療法などの展示を行います。

　2. 大島秀夫　写真展「ネパールだより　～国際医療ボランティア～」　　両日  11：00～16：00　　場所：学生食堂

☆講演会　ペシャワール会　福本満治氏による講演会　10・25（土）　16:00～18:00　場所：臨床講義室第３（タイトル未定）

☆上映会　ドキュメンタリー映画　「地球交響曲　ガイアシンフォニー　第２番」　時間未定　場所：臨床講義室第３

　　　独自の世界観で生き、自分以外の生命のことを真に考え行動している人たちに映画を通して触れてみませ　

　　んか？。

☆医学・看護体験 両日　　時間・場所未定

１０・２５（土）／２６（日）

『湖医会賞』とは・・滋賀医科大学同窓会「湖医会」の創立20周年記念事業のひとつとして制定されたもの
で、研究や学生等の教育、地域医療等の臨床・介護福祉その他領域で優れた実践を行い、医学および医療・
福祉の向上に貢献した「湖医会」会員に贈られるものです。当日は授賞式に続いて、受賞者による記念講演
が行われます。同窓生多数のご参加をお待ちしております。

１０・２５（土）

『湖医会賞』授賞式　　　　　　　　　　 13：00～　　　　　　　  場所：臨床講義棟第３講義室

『湖医会賞』受賞記念講演　　　　      　 13：30～15:00　　　　  場所：臨床講義棟第３講義室　

　1.青木裕彦先生(臨床・福祉領域部門)

　2.茶野徳宏先生(研究領域部門)

第１回『湖医会賞』受賞記念講演会

　　毎年恒例のフットサル、ソフトボール大会も開催いたしますので、ふるってご参加ください。

若若 ２９第 回
＆

　深緑の季節が終わり、木々の美しい衣替えが始まるこの季節、先輩のみなさまはいかがお過ごしでしょうか。

　医学をとりまく環境がめまぐるしく変化する中、そのなかで何を学んでいくべきなのかを考え、我々学生一同、先輩方の伝

統を受け継ぎ日々勉学に励んでおります。

　さて、そんな中、我が滋賀医科大学を地域に広く発信できる大きな場である若鮎祭が近づいてきました。

　今年度は、『LOVE＆PEACE』のテーマの下、“世界平和を願う気持ち”や“人類愛”などを我々学生なりに考え、

表現しようと考えています。そして、この学園祭を通して学生一人一人が、そして今回の学園祭を訪れて

くれた人達が“人の命の大切さ”についてもう一度考えることができれば喜ばしいことだと思っています。

  また、特別講演会として、昨年に引き続き「第二回『湖医会賞』受賞記念講演会」を受賞者の青木裕彦先生・

茶野徳宏先生にお願いしております。その他にも皆が楽しめるような様々な新しい企画を考えておりま

す。(下記参照)

　実行委員一同地域の方々に滋賀医科大学のよさを知ってもらえるよう一生懸命に若鮎祭を形作っていこ

うという意気込みでありますので、先輩方もお忙しい中とは思いますが足を運んでいただけることを願って

おります。 若鮎祭実行委員長　西尾友宏

★
★★詳しくは、http://www.shiga-med.ac.jp/̃wakaayu/にて随時情報更新中！★★

♪♪

実行委員の面メン
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第34回幹事会　兼　2002年度第3回常任幹事会議事録

　　　　1.湖都通信の発行・・・第40号、第41号、第42号

　　　　2.勢多だよりの購入発送・・・第60号（会費完納者のみ）、第61号（全員）

　　　　3.「大学フォーラム」・・・02.10.19・・・今回湖医会としては参加者なし

　　　　4.若鮎祭へ寄付・・・'02.9　20万円寄付

　　　　5.第2回「湖医会賞」決定・・・'03.5.17　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1期生青木裕彦氏・10期生茶野徳弘氏・・受賞講演は、若鮎祭にて

　　　　6.大学幹部との交流・・・学長との懇談会を行った・・・03.7.11金子副会長

　　　　7.滋賀医学国際協力会に参画・・・'03.2.1/'03.7.1　九嶋副会長出席

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'03.1　10万円寄付　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業生への寄付依頼文の発送協力　発送費80×2000=160,000

　　　　8.大学公開講座等への協力・・・03.6.11・・・基準を設ける（垰田）　

　　　　　　　　「医療従事者を目指す聴覚障害学生大学教育を考えるシンポジウム」への後援　　　

　　　　9.同期会開催　　医2期生同期会・・・'03.2.15、びわこホテル　（35名出席）

  　　　　　　  医12期生同期会・・・'03.2.15、びわこホテル　（38名出席）

　　　　 　　　　　　　   看1期生同期会・・・'03.2.22、ホテルニューサイチ　（20名出席）　　　　　

　　　　10.卒業生祝賀会・・・'03.3　10万円・・・同窓会主催にて第2回目　

　　　　11.卒業式と入学式に参列・・・卒業式　'03.3.25　九嶋副会長が出席

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　祝賀会　'03.3.25　九嶋副会長・垰田副会長が出席

　　　　　　　　　　　　　　 　   　    入学式　'03.4.8　金子副会長が出席　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

　　　　12.新入生にオリエンテーション・・・'03.4.10　永田副会長出席

　　　　13.新入生歓迎委員会へ寄付・・・'03.4　10万円寄付

　　　　14.関連病院長会議に出席・・・'03.6.27　金子副会長出席

　　　　15.第3回看護学科卒業生と学生の交流懇談会・・・'03.6.7　5万円寄付

　　　　16.第5回関東支部会開催・・・'03.7.19（30名）　10万円補助

　　　　17.平成14年版記念名簿発行・・・　'03.3　3800部

　　　　18.学外卒業生向けの図書館利用案内・・・今年度案内は無し

　　　　19.特別な理由による就学困難な準会員を補助する事業

（2003.9.2）

＜2003年度総会の主な資料＞

　　1.湖都通信の発行　43号～45号

　　2.勢多だよりの購入発送　63号、64号

　　3.滋賀医学国際協力会に参画・寄付・・・04.1予定

　　4.卒業式と入学式に参列

　　5.新入生にオリエンテーション

　　6.支部会への援助・・・04.7予定

　　7.湖医会カードへの援助　

　　8.関連病院長会議に出席

　　9.大学フォーラムに参加

　　10.学生とのフリートーキング・・・同窓会に対する考えを聞く会をもうけてはどうか

　　11.若鮎祭へ寄付・・・03.9予定

　　12.新入生歓迎委員会へ寄付・・・04.4予定

　　13.学外卒業生向けの図書館利用案内

　　14.卒後20年同期会・・・（医3期生）

　　　　卒後10年同期会・・・（医13期生）

　　　   卒後5年同期会・・・ （看2期生）

　　15.特別な理由による就学困難な準会員を補助する事業

　　16.大学幹部との交流

　　17.公開講座の実現

　　18.保育園設立準備委員会の活動・・・生協運営でできないか

　　19.生涯教育

　　20.卒業生祝賀会を主催

　　21.第4回看護学科卒業生と学生の交流懇談会の援助　　

　　22.第2回湖医会賞授与式・講演会

　　23.第3回湖医会賞受賞者決定

　　24.湖医会奨学金制度の設立および奨学金への寄付要請　

　　25.湖医会カードの拡充・・・湖医会カードの年会費を同窓会が負担してはどうか

　　26.その他

3. 2002年度決算報告・特別会計、2003年度予算案の資料は右記のとおり

議事録議事録
主に2003年度の総会に向けての話し合いが行われました。
幹事会で承認された総会用の資料を掲載いたします。

 1. 2002年度事業報告

2. 2003年度事業計画（案）

4. 第２回『湖医会賞』の授賞式・受賞講演について

　　　・タイムスケジュールが示された

　　　・受賞記念講演会は若鮎祭実行委員と共催で行う

6. その他

　　　・湖医会カード加入者の年会費の免除・・・現在は初年度のみ同窓会負担であるが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全て同窓会負担とする

　　　

5.湖医会奨学金について

　　　・前回幹事会より引き続き奨学金規定の見直しを行った

　　　・湖都通信（43号）・ホームページにより総会前よりお知らせとしてピーアールを行う　

　　　・湖都通信（44号）において奨学金の寄付依頼を行う

7



COTO-TSUSHIN VO.43.2003.9.30

vol. ５

(株)ベネッセケア
ベネッセホームくらら　大田中央

　今年で５回目の関東支部会（７月19日）は、中山理一郎氏（５期生）の司会で野崎
先生を囲んで30名の同窓生が和やかなひとときを過ごしました。関東支部会とは関東
近辺（愛知県から北海道までの広範囲）に在住する同窓生が年一度、講演を聴いたり情
報交換や近況報告の場として開催しているものです。それまでにもこういった集まりは
もたれていたのですが、1999年、湖医会の正式な支部として８期生の河崎幹男氏が中
心となりリニューアルされました。湖医会からは補助金を出したり、案内状を送付する
などの援助が行われています。

全員集合！

　去る７月第３土曜日に５期生幹事にて第５回関東支部会が

品川プリンスホテルの中華料理店で開催されました。この20

年間毎年の行事となってきましたが、 年々目的と参加者が変

化してきており時代の変遷を感じるしだいです。当初の

1982年頃の10年間は渋谷で８月上旬、関東の大学および病

院に先発された諸先輩がたのアドバイスを伺う大学５・６年

生のためとＯＢの親睦会でしたが、1992年頃から学生が減

り、横浜主体の関東ＯＢ会になってきました。1999年頃か

ら河崎先生のご助力にて関東支部会として品川で再出発しま

した。

　今年のご講演はテニス部で生化学の野崎先生にお願いし、

酸化酵素がいかに現在の生活に関与しているかを伺い驚きの

１時間を過ごしました。精神科の下田先生、 歯科口腔外科の

阿部先生、５期生池本先生、ベネッセの江部さん、新卒の

方々を迎え楽しい時間を過ごさせていただきました。今回連

休と重なり参加できない先生方もいらっしゃったようですの

で、開催時期の変更を相談してまいります。

　湖医会関東会事務局の皆様、ご協力ありがとうございまし

た。

中山理一郎
国際親善病院　循環器内科

（医、５期生）

関東支部会に参加して 　

　卒業後、今年ではや６年。上京してまだ１年弱ですが先日の

関東支部会に参加させていただきました。私自身、看護師とし

て常勤勤務したのは２年間で、大学院進学後、現在は民間企業

のＯＬとして働いています。とはいっても、(株) ベネッセケ

アという場で、有料老人ホーム「くらら」の立ち上げ及び運営に

携わっているので、これまでの経験は発揮できているのではと

思います。

　残念ながら、今年は支部会看護学科参加者が少なく、私も遅

れた為、同じ卒業生に会えませんでした。早く感じても、１期

生で卒後まだ６年。医療・福祉環境もめまぐるしく変わる今

日、看護を学んだ者の中でも、様々な進路ができてくるのだと

思います。新設学科における現役生への蓄積、卒業生の今後の

発展の為にも、関東支部会を良い機会に交流を深められればと

思います。看護学科生が参加しやすいよう、医学科諸先輩方の

ご配慮もいただいております。関東で就職している看護学科の

皆さん！ぜひぜひ、来年ご参加ください！

合唱団結成？

江部知子 （看、１期生）

関東支部会幹事の河崎氏、
いつもお世話になります

盛
り
上
が
り
ま
し
た
！
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真剣な眼差しに後押しされ

滋賀医大病院　第2外科

藤森紀久子　（看、5期生）

湖医会がサポートしています・・・
　看護学科卒業生には、卒業して５年経ったら「同期会」を開催しています。
　　医学科（卒業10年毎の同期会）に比べ異動のサイクルが早いので『５年後』を設けて
　　ほしいという卒業生の声から生まれたものです。
　看護学科生の、進路の参考になればと企画された「卒業生と在学生の交流懇談会」。　　
　　自分が学生の時とても参考になったから、仕事に就いたら今度は私が話してあげよう！
　　という卒業生が増えて”看護学科の輪”が広がっています。その輪の様子を紹介します。

第3回

有
持
め
ぐ
み

自
分
の
歩
む
道
の
参
考
に
な
り
ま
し
た

　
今
年
も
卒
業
生
と
在
学
生
と
の
交
流
懇
談
会
が
催
さ
れ
る

と
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
２
年
前
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
ま

し
た
。
学
生
で
あ
っ
た
頃
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
の

お
話
を
聞
き
、
と
て
も
嬉
し
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
事

を
思
い
、
ま
だ
看
護
師
と
し
て
２
年
目
に
入
っ
た
ば
か
り
の

自
分
に
、
何
が
言
え
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
し
で
も
後
輩
の
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
、
交
流
会
に
参
加

し
ま
し
た
。 

　

　
後
輩
の
前
で
話
す
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
真
剣

な
眼
差
し
に
後
押
し
さ
れ
、
何
か
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
に

か
ら
れ
る
ま
ま
話
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
が
在
学
中
に

進
路
に
つ
い
て
迷
い
・
悩
み
、
そ
し
て
進
ん
で
き
た
こ
と
。
話

し
て
い
る
う
ち
に
在
学
生
の
み
な
さ
ん
が
同
感
し
て
く
れ
て

い
る
の
を
見
て
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

　

　
ま
た
、
今
回
の
交
流
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ

て
も
、自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
滋
賀
医
科
大
学
看
護
学
科
の
ま
す
ま
す
の
発
展

と
後
輩
達
の
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
10
人
と
い
う
多
く
の
先
輩
方
が
、
遠
く
は
岐
阜
か
ら
、
こ
の

日
の
た
め
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。そ
し
て
看
護
師
だ
け
で
な
く
他
の

職
種
の
方
も
大
勢
来
て
頂
き
、
４
回
生
・
３
回
生
一
同
、
よ
り
幅
広
い

進
路
先
の
話
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
病
院
の
説
明
だ
け
を
す
る
の
で
な
く
、
実
体
験
に
基

づ
い
た
わ
か
り
や
す
い
講
演
を
し
て
頂
き
、み
ん
な
真
剣
な
面
持
ち
で

聞
き
入
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
自
分
の
希
望
す
る
就
職

先
の
先
輩
の
テ
ー
ブ
ル
に
我
先
に
と
集
ま
り
、ど
の
テ
ー
ブ
ル
で
も
先

輩
の
話
を
真
剣
に
聞
き
、
時
に
は
笑
い
声
も
あ
ふ
れ
、
活
気
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
普
段
私
た

ち
だ
け
で
は
答
え
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
話
し
て
い
た
よ
う
な
こ
と
が
、

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
先
輩
方
が
、交
流
懇
談
会
を
通
し
て
今
後
私
た
ち
が
考
え
る
べ
き
事

や
進
む
べ
き
道
に
光
を
さ
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
感
じ
、感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。そ
し
て
終
わ
っ
た
後
４
回
生
だ
け
で
な
く
３

回
生
か
ら
も
『
来
て
よ
か
っ
た
！
』
と
言
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
会
を
し

て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や

職
員
の
方
々
、
湖
医
会
の
み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
６
月
７
日
に
、今
年
で
３
回
目
と
な
る「
卒
業
生
と
在
学
生
と
の
交
流
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
方
々
と
在

学
生
多
数
が
集
ま
り
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
前
半
は
、卒
業
生
一
人
一
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
特
徴
な
ど
を
説
明
し
て
い

た
だ
い
た
り
、経
験
談
や
進
路
を
考
え
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
後
半
で
は
、
卒
業
生
の
方
々
に
職
種
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た
だ

き
、
在
学
生
が
直
接
話
の
で
き
る
場
を
設
け
、
相
談
や
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
実
際
な
ど
、
説
明
会
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、今
後
自
分
の
歩
む
道
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
準
備
に
あ
た
り
、
ご
助
言
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、
湖
医
会
や
職

員
の
方
々
、
そ
し
て
忙
し
い
中
ご
足
労
い
た
だ
き
ま
し
た
卒
業
生
の
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

看護学科
 交流懇談会を終えて

卒業生 と

在学生 の

少しでも後輩の役に立てたら・・・　／ 先輩の本音トークが参考になりました！

４
回
生

寺
沢
明
子

４
回
生

　
私
は
、
今
回
院
生
と
し
て
交
流
懇
談
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
い
ざ
引
き
受
け
た
も
の
の
、
在
校
生
の
皆
さ
ん

が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か

ら
ず
、
何
を
話
せ
ば
良
い
の
か
ず
い
ぶ
ん
悩
み
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
大
学
院
進
学
を
考
え
て
い
る
在
学
生
の
方
が
お
ら
れ
る
か

ど
う
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
私
が
話
す
必
要
が
あ
る
か

ど
う
か
も
悩
み
ま
し
た
。
当
日
会
場
に
入
っ
て
み
る
と
あ
ま
り

の
人
数
の
多
さ
と
皆
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し
に
圧
倒
さ
れ
、
ま

す
ま
す
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
学
院
受
験
か
ら
大
学
院
生
活
の
私
自
身
の
体
験
を
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
部
の
進
路
別
の
交
流
会
で
は
、
ま

さ
か
私
の
と
こ
ろ
に
話
し
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
人
は
い
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
何
人
か
お
ら
れ
た
こ
と
に
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
私
の
体
験
ば
か
り
を
話
し
て
し
ま
っ
た
た
め
ど
の

程
度
お
役
に
立
て
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
役
立
て

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、 

滋
賀
医
科
大
学
看
護
学
科
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

滋賀医大　大学院生 林　裕子
　（看、5期生）

スタッフのみなさん

体験談を話しました

  
や
っ
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
　

＜１期生＞中川香織・浅香恵理子（養護教諭）＜２期生＞嶺井一美（教官）＜５期生＞豚座里美・藤森紀久子（看護師）・林裕子（大学院生）
竜岡久枝（助産師）・林崇子（養護教諭）＜６期生＞荒巻美和（看護師）・村上静香（保健師）・木曽奈央子（産業保健師）

参加卒業生
（敬称略）

上段左から、篠原さん・西田さん・都間さん・中出さん・有持さん
　下段左から、寺沢さん・高山さん・牧村さん・車田さん・中村さん
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田中　逸　　（６期生）　    順天堂大学医学部内科学・代謝内分泌学　助教授

住所・勤務先肩書き等に変更がありましたら事務局にご一報ください★

　

助教授紹介

1986年３月　滋賀医科大学医学部卒業
1986年 5月　滋賀医科大学第三内科研修医
1987年１月　健康保険滋賀病院内科医員
1989年４月　滋賀医科大学第三内科医員
1994年４月　東京都済生会中央病院内科医員
1995年７月　順天堂大学医学部内科学・代謝内分泌学講座助手
1996年４月　順天堂大学医学部内科学・代謝内分泌学講座講師
2002年６月　順天堂大学医学部内科学・代謝内分泌学講座助教授

　滋賀医科大学卒業後ただちに当時の第３内科に入局し、繁田幸男先生
（現名誉教授）、吉川隆一先生（現学長）、小林正先生（現富山医科薬科大
学内科教授）、柏木厚典先生（現内科教授）をはじめ諸先生方からご指導
を賜り、糖尿病の臨床と研究に従事していた日々がつい昨日のことのよ
うに思われます。順天堂大学の代謝内分泌学講座は1994年に新設され
た講座で、初代教授に大阪大学から河盛隆造先生が就任されました。河
盛先生のおかげで順天堂大学に職を頂き、滋賀医科大学に追いつけ、追
い越せをモットーに順天堂大学の若い先生方とともに診療と研究を展開
してきました。母校のレベルに追いつくのは大変なことですが、今後と
も何卒よろしくご指導のほどをお願い申し上げます。

野
田
昌
男
（
医
、８
期
生
）

　
四
十
の
壁
を
超
え
、
体
力
の
衰
え
も
感
じ

つ
つ
あ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
自
分
な
り

に
精
一
杯
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
こ
と

を
知
っ
て
お
ら
れ
て
天
橋
立
付
近
へ
来
ら
れ

る
方
が
お
ら
れ
ま
し 

た
ら
、
御
一
報
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
与
謝
の
海
病
院
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
　

福
田
正
博
（
医
、２
期
生
）

　
卒
業
後
、
阪
大
の
第
４
内
科
の
糖
尿
病
研
究
室

に
入
局
し
、
ジ
ョ
ス
リ
ン
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
へ
の

留
学
な
ど
ず
っ
と
糖
尿
病
畑
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
Ｈ
８
年
か
ら
新
大
阪
の
近
く
で
糖
尿
病
を
中

心
と
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
保
健
師

さ
ん
に
糖
尿
病
の
指
導
を
し
た
り
、
市
民
向
け
の

講
演
を
し
た
り
し
て
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
勤
務
医
時
代
か
ら

趣
味
で
作
り
公
開
し
て
い
ま
す
。
最
近
更
新
を
さ

ぼ
り
が
ち
で
す
が
糖
尿
病
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
草
分

け
で
す
。
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
http
://w
w
w
.m
o
g
.g
r.jp

株式会社近畿予防医学研究所　／　佐野器械株式会社　／　扶桑薬品工業株式会社
   （順不同）

ごご協協賛賛

あありりががととうう
ごござざいいまますす

　　会員同士の情報交換を湖医会ホームページで・・
　パスワードを設定した会員しか入れない「掲示板」を設けてあります。ご利用ください。詳しくは事務局へ。

http://www.koikai.org/

1.  2002年度の事業報告
　　　　　　  決算報告
2.  2003年度の事業計画案
　　　　　　　　  予算案
3.  役員改選
4.　「湖医会」奨学金制度について　　他　
　　　　　　　　　　　　

★ 欠席される方は必ず委任状（同封のはがき）を！本人氏名をお忘れなく。22日（水）必着。

午後４：00 ～５：00日時；2003年10月25日（土）

議案；
場所；臨床講義棟第１講義室同期会３つの

今年度は

卒後20年　医学科３期生

　　10年　医学科13期生

　　 ５年　看護学科２期生です。

詳細は後日送付します。お楽しみに！

2003年度

総  

会

（第17回）

注意

ニセ卒業生の新しい手口

業者は卒業生の勤務中に電話をかけ「滋賀医大同窓会OBの○○ですが」と名乗ります（今回は同

期生の名前を利用）。そのつもりで対応していると「マンション経営の勧誘」について話し始めま

す。その件ならお断りを・・というと業者は居直る、という極めて悪質な手口です。

■ 勤務中にマンション経営の勧誘電話

これに対し「湖医会」は、「滋賀医大同窓会」と名乗られている以上法的手段も含め検討したいと考えています。

もし会員の中で同じ様な経験をされた方がありましたら、業者名や内容をぜひ事務局にご連絡ください。

！
～会員からの連絡であきらかに
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